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マルチフィード

S1コンテンツ提供者たのめの情報流通拠点･･4

日 々増 加 する ト ラフ ィックが イン ター ネットプ ロ バ イダー

レ　(ISP) の バ ッ クボー ン回線 ・ ルー ター などの性 能 に影響 を 及ぼ

１　　　し、11卩1ﾐ接続点(IX: Internet exchange) での混 雑を引 き起こ し

てい る｡ISP も自社 の利 川 れと自社 ネット ワー ク内 に置いた コ

ンテ ンツサー バーとの間は 自らの 責任でIWI質保 持に努めら れる

が、 他の 複数のISP と|窃調して品質を 保つのは困難 であ る。

こ の状 況で利 用名･に スムー ズに コンテ ンツを配信するた めに

は、ICP(Internet Content Provider) 側か 複数のISP に ミラーサ

ー バーを 設置し たり、 自前で 複数のISP にマ ルチホ ーム接続 し

：　　た りするIﾐ 人が必 要に なる。ＩＣＰは接続 料 の出費 だけ でなく 、

運川 面でも負担が 人きいた め、肝心 のコ ンテ ンツ作成に集中 で

きない。 さらに 、コンテ ンツを発 信して も安心 して費川を 川収

する 手段 が まだ 少なく、 またその 手段 の構築 も困難で費用が か

かるため 、せっか く良い コンテン ツを持ってい ても インターネ

ットllで発 仁しよう とい う気が起こ らない。

ＩＣＰにとってのマルチフィートのメリット

レ　　　これに対してマルチフィード環境は、以 ﾄ の゙機能によりICP

レ　　がコンテンツ作成に集中できる環境を提供する。

：　　ＩＣＰのサーバー群を複数のＩＳＰのバックボーンに直結

ICP はミラーサーバーを複数のISP に設概する必要がなくな

り、メインサーバーをマルチフィートに設置するだけでよい。

複数ＩＳＰへ接続したマルチホーム・ネットワークの運用

通常エンドユーザーとサーバーの間にはいくっものISPを介

して接続され、IXでほかISPのトラフィックの影響を受けてし

まうため、ISP 間の協調が困難である。マルチフィードでは、

接続ISPの利川者からマルチフィードネットワークまでのトラ

フィックがスムースに流れるよう、接続ISPと連係してネット

ワークを運川することができるっ

：　　近い 将来、課金 ・認証のしく みを提供

コンテ ンツを提 供し て資 金が 川収で きるしく みがあ れば、 イ

：　　ン ター ネット トにコ ンテ ンツを 提供し よう という 川は広 がる｡

卜　　また、帯域 を制御する しくみ を提 供する。 コ ンテ ンツ提供顫に

］　 とって、ISP-ＡとISP-B に配送す る情 報 量に差 を付けるこ とで、

I　　ICP・ISP 間の力 関係を変え ることがで きる｡､ICP が力を持てば、

二　　ISPか らコンテ ンツ提 供料を得る 場合もあ りうる。

を提 供で きる、 なお、プロ バ イダーの バックボ ーンが集積 する　　デ

構 造のため、IX と誤解を受け ることが多い が、あ く までコ ンテ　　レ

ンツ配信が 主眼であ り、ISP 問 のト ラフ ィッ クを 交換 するこ と

は ない。

マルチフィードサービスの中身

コネクティビティサービス

常にトラフィックを監視することで、流隘やパターンに応じて

トラフィックを制御し、ICP が意識しなくてすむ最沖のネット

ワーク環境を提供する、

ハウジング サービ ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヌ

バッテリーと 発電 機に よる無停止電 源と空 調、建物 や設備に　　 、

関す るセキュリテ ィ、24時問 人室受付 、ネットワ ーク監視な ど、　 く

利便性 と安 全性を兼 ね備えたサ ービ スを提 供する。　　　　　　　 ：

その他

ネット ワ ー ク惻のト ラ フ ィッ ク量 を測 定し て提 供 し、 どの　 レ

ISP の 利Jlj者 からの ア クセ スが 多い か などの情 報を 提供し てい　　１

る。 将 来的 には帯 域取 引やＥＣサービ ス （課 金・認 証な ど） も

提供する予 定である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 レ

マ ルチ フ ィ ー ド はイ ン タ ー ネ ッ ト の 新し い モ デル　　　　　 ］

マ ルチ フ ィート の狙いは、 情報流 通拠 点とし て インター ネッ　　＝

トヘ恰 報提 供する コンテ ンツ提 供者 を増 やすこ とにあ る。 その　　；

ため、コ ンテン ツ提 供者を 一般利川 者とは違っ た要 素として扱　　’

い、 従来 のユーザ ーとプロ バ イダーか らなる イン ターネットモ

デ ルから、 一歩 進ん だ新 たなモ デ ル(ICP-ISP 一利 川者 ）を　　ズ

世 に問うて いる。ICP とISP を含 め、 イ ンター ネット が より発　　１

展する 方向 のサービ ス開発・提供を 進めてい く。　　　　　　　　 ｊ

（外山勝保 ・ イン ターネットマ ルチ フ ィード 株式会袒

図1　 マル チフ ィ ート の イメ ージ

ＩＳＰにと っ て の マ ル チフ ィー ト の メ リ ッ ト

不要なバックボ ーン トラフィ ックの減少

自社の 利川 行以 外からの アクセ スが多い サー バーをマルチフ　ダニ

イード に置けば、 他社のユ ーザーのト ラフィッ クを 自社バッ ク　 匐

ホー ンに流 れない よう にで き、無闇 な投 資を押さえら れる。

、　利 用者までのコン テンツ配信品 質向上

ｊ　　　マ ルチフ ィート との接 続は、IX を介して接続し た他社との協

；　　調運川 よりはるか に容易であ り、 自社の 利肝 者に高品 質な配信
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